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研究成果の概要（和文）：研究は、①閉経後女性の耐暑能を明らかにするためのマウスモデルを作成し、②血中
エストラジオール濃度の低下が、熱中症発生にかかわる複数の因子（自律性反応、行動性反応、温度感覚、暑熱
にかかわる認知機能および行動）に、時間依存性に影響するか否かを検証した．マウスの暑熱逃避行動を評価す
るシステムを完成させ、同時に暑熱下での代謝量を評価した。エストラジオールは暑熱負荷時の代謝量低下に寄
与しており、その低下は耐暑能の低下に関与していると考えられた。また、明期にその影響は顕著であった。暑
熱逃避行動には影響がないと考えられた。

研究成果の概要（英文）：The present research aimed, (1) to develop a mouse model for evaluating the 
thermal tolerance of postmenopausal women, ② to test if decrease of estradiol secretion augments a 
risk of heat stroke (autonomic reaction, behavioral reaction, temperature sensation, cognitive 
function and behavior related to the heat), and it affects time dependence or not. We completed a 
system to evaluate the heat escape behaviors of mice and at the same time evaluated metabolic rate 
under heat. Estradiol contributed to the decrease in metabolic rate at the time of heat loading, and
 it seemed that this decrease is related to the decrease of the heat resistance. Also, its effect 
was noticeable in the light period. It was thought that the heat escape behavior was not affected.

研究分野： Environmental Physiology
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１．研究開始当初の背景
国立環境研究所より、女性は
徴的な熱中症発生の増加が見られるという
データが報告されている（熱中症患者情報速
報、平成
るエストラジオールは、女性のライフステー
ジ（成熟期、更年期、老年
異を特徴づける重要要因であると考えられ
る． 
 熱中症発生の内的要因は、自律性調節（発
汗など）、行動性調節（衣服調節、エアコン
の使用など）など非常に多彩である．申請者
は、寒冷時の体温調節能にエストラジオール
が関与することをラットでの研究で報告し
ている
Brain Res 2010; J Comp Physiol 2011)
ストラジオールの低下は、若年ラットでも熱
産生反応（自律性体温調節）を減弱させる．
しかし、エストラジオールの暑熱時の体温調
節能に対する影響はわかっていない．さらに
エストラジオール産生が低下する閉経期か
ら 10
学的事実は、エストラジオールの関与を示唆
するものの、単純に自律性体温調節の低下の
みならず、包括的な耐暑能の低下が生じてい
ることを示唆する．
２．研究の目的
 研究はエストラジオールが時間依存性（短
期的、長期的）に体温調節の変化を生じさせ
るという仮説を検証する．また、その効果の
可塑性を検証する．具体的には暑熱下体温調
節にかかわる３つの生理反応
反応、行動性調節、中枢性の温度感受性に着
目して実験を行う．また、これらの実験から
エストラジオールの消退がシステムとして
の体温調節に与える影響を検証し、高齢女性
の熱中症発生の機序と、その予防方法として
のエストラジオール投与の可能性を探索
る。 
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